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2特集1 新しい正副議長＆常任委員会メンバーが決定！

12月定例会報告
特集2 議会から市長に政策提言

市民の声

市政のここが聴きたい‼代表＆一般質問

議会のペーパーレス化はじまる！

こんなに大量の紙情報がこれ一台に!?

議会だよりモニター大募集！！



　市議会 5 期目、9 代議長
に選出を頂きました。議員
一人ひとりが持つ多様な考
えや意見を十分に表明、発
言して頂き、そして互いの
立場を尊重し、少数意見に
も耳を傾け、議論を尽くす
中で方向を定めていくとい
う姿勢を貫いて参ります！

　安曇野市議会基本条例に
則
のっと

り、民主主義の基本にあ
る多数決の原理と少数意見
の尊重を深く自覚し、数の
論理や数の力を超えて市民
のための議論ができる議会
となり、その機能を十分に
発揮できるよう力を尽くし
ます！

副議長　小 林 純 子議長　松 枝 　 功

新しい正副議長＆常任委員会メンバーが決まりました！

◎…委員長　　〇…副委員長

総務環境委員会

　令和 5 年 10 月 23 日に第 2 回臨時会が開催され、正副議長、各常任委員会等の委員が新しく決まり、
任期 4 年間の後半 2 年間がスタートしました！昨年は統一地方選も行われ、地方議会の意義・役割
が議論されましたが、安曇野市議会も政策提言を行う議会へと歩みを進め、二元代表制の一翼を担っ
ていきます。

　防災減災、公共交通、環境問題、協
働のまちづくり等、市民生活に密着し
た事柄を扱います。先進地への視察・
研修・勉強会を重ね、政策提言を行い、
市の発展と市民の幸福につながる委員
会運営に努めます。

福祉教育委員会

（後列）　矢澤 毅彦　橋本 裕二　臼井 泰彦　中村 今朝子
（前列）　〇岡村 典明　◎増田 望三郎　平林 明

　福祉、医療、介護、教育、文化、
子育て等の分野において、赤ちゃん
からお年寄りまで、誰もが幸せに暮
らせるまちづくりを目指します。政
策提言では 2 年間かけて「子どもの
権利条例」の制定に向けて取り組み
ます。

経済建設委員会

（後列）　増井 裕壽　宮下 明博　一志 信一郎
（前列）　〇中村 芳朗　◎内川 集雄　猪狩 久美子

　農林、商工、観光スポーツ、都市
建設、土地利用、上下水道等に関す
る事柄を扱います。
　日本のふるさと「安曇野の原風景」
を守りながら、市内経済の活性化に
取り組み、安曇野を守り、育てること
を目指します。

（後列）　辻谷 洋一　竹内 秀太郎　大竹 啓正　松枝 功
（前列）　〇井出 勝正　◎林 孝彦　小林 純子

特集
１

一部事務組合 等議会議員

組合議会等名称
（構成自治体）

共同行政サービス
の内容 選出されている議員

松本広域連合議会
（松本市・塩尻市・安曇野市・
生坂村・麻績村・筑北村・
山形村・朝日村）

広域常備消防・介護認定
審査会・障害支援認定審
査会・広域的な観光振興
など、松本地域の広域行
政の推進

矢澤 毅彦
林 孝彦
猪狩 久美子
平林 明
松枝 功

穂高広域施設組合議会
（安曇野市・池田町・松川村・
生坂村・麻績村・筑北村）

穂高クリーンセンター
（し尿処理・ごみ処理施
設）及びあづみ野ランド
（余熱利用施設）の管理
運営

中村 芳朗
岡村 典明
辻谷 洋一
中村 今朝子
井出 勝正
宮下 明博
小林 純子
松枝 功

安曇野松筑広域環境
施設組合議会
（安曇野市・松本市・生坂村・
麻績村・筑北村・山形村）

広域豊科葬祭センター
（火葬業務）の管理運営

矢澤 毅彦
大竹 啓正
増井 裕壽
辻谷 洋一
臼井 泰彦
竹内 秀太郎
中村 今朝子
増田 望三郎
一志 信一郎
松枝 功

安曇野・松本行政事務
組合議会
（安曇野市・松本市）

安曇野広域排水路の管理

矢澤 毅彦
大竹 啓正
増田 望三郎
猪狩 久美子

松塩筑木曽老人福祉
施設組合議会
（松本市・塩尻市・安曇野市・
生坂村・麻績村・筑北村・
山形村・朝日村・上松町・
南木曽町・木曽町・木祖村
・王滝村・大桑村）

特別養護老人ホームの設
置運営、ショートステイ事
業

平林 明

一部事務組合 とは
　近隣の市町村などが行政サービスの一部を共同で行うこと
を目的として、設置されている組織です。

　議会改革推進委員会は、今期内なる改革と祖となる
改革の２つを取り組みます。内なる改革は、議会の政
策提言の質を高めるため、討論会や勉強会を開催しま
す。祖となる改革では、議会を身近に感じてもらえる
ように市内中高生との交流を行いたいと思います。

（後列）　矢澤 毅彦　大竹 啓正　宮下 明博　臼井 泰彦　一志 信一郎
（前列）　〇中村 芳朗　◎増田 望三郎　林 孝彦

議会改革 推
進
委
員
会（
８
人
）

　議会広報特別委員会は各会派や常任委員会推薦の
委員によって構成され、これまで先の委員会が積み
上げてきた知見と、新しい視点と若い感性で、モニ
ターさんの意見を活かしながら、議会だよりを編集、
発行をし、皆さんにお届けします。

（後列）　臼井 泰彦　林 孝彦　岡村 典明　井出 勝正　中村 今朝子
（前列）　大竹 啓正　〇矢澤 毅彦　◎増井 裕壽　内川 集雄　橋本 裕二

議会広報 特
別
委
員
会（
10
人
）

　議会運営委員会は、市議会全般について、市民の皆
さんの負託にこたえられる運営や審議が進むよう、協
議や意見交換を行っています。今期の課題としては、
請願や陳情について、提出した市民の皆さんの意向が、
できる限り反映されるように、審査・審議のルールの
見直しを進めていきます。

（後列）　平林 明　竹内 秀太郎　猪狩 久美子　林 孝彦　辻谷 洋一　中村 芳朗
（前列）　◎中村 今朝子　〇橋本 裕二

議会運営 委
員
会
（
８
人
）

　安曇野市議会には３つの常任委員会があり、その他に
３つの委員会と１つの研究会があります。

◆議会運営委員会
　議事運営全般について話し合います。
◆議会改革推進委員会
　議会報告会や議会改革について話し合います。
◆議会広報特別委員会
　年４回の「議会だより」を編集し、発行します。
◆議会ＩＣＴ研究会
　議会のＩＣＴ導入について研究しています。

議会 ICT 研究会メンバー（第５期）
会長　矢澤 毅彦　　副会長　橋本 裕二
　　　増田 望三郎　中村 今朝子　臼井 泰彦
　　　辻谷 洋一　岡村 典明
オブザーバー　議長　松枝 功

委員会の仕事

ページへ11詳細は
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      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

７号 議員平等の原則に基づく安曇野市議会の運営
と議会内人事の平等を求める陳情書 採択

９号 東山地区松枯れ及び伐採した松の撤去に
ついてのお願い 不採択

11号 「『再審法（刑事訴訟法の再審規定）』の改正を
求める意見書」の採択を求める陳情書 採択

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

105号 安曇野市犯罪被害者等支援条例

原案
可決

109号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算（第８号）

114号 松本広域連合の処理する事務の変更及び松本広域連
合規約の変更について

143号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部
を改正する条例

144号
安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇
野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例

145号 安曇野市会計年度任用職員の給料等及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

147号 令和５年度安曇野市一般会計補正予算（第９号）

149号 令和５年度（債務負担行為）三郷東部認定こども園
建設事業建築主体工事請負契約について

150号 令和５年度（債務負担行為）三郷東部認定こども園
建設事業電気設備工事請負契約について

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

11号 ガザ地区における戦闘停止及び人質の即時解放に向
けた取り組みを求める意見書 原案

可決
12号 「再審法 ( 刑事訴訟法の再審規定 )」の改正を

求める意見書

令和5年 12月定例会   １２月定例会で審議した結果です

ページへ
７.9.14 議会から市長に政策提言

提言１　高齢者支援のさらなる充実に向けて
　　　 　〜子どもや若い世代や地域とともに〜

福祉教育委員会
生きがいをもって暮らせる健康長寿のまち「健康長寿都市」のさらなる推進を目指し、以下の４点を提言！

（１）フレイル予防活動などへのさらなる支援
（２）サロン活動などへのさらなる支援
（３）学び合いと交流ができる生涯学習の新しい学びの場の創造
（４）老朽化に伴う改修を含む高齢者福祉関連施設などの整備

提言２　有害鳥獣対策と安曇野ジビエの振興について
経済建設委員会

　有害鳥獣駆除対策を拡充し、住民が安心して安全に暮らし続けることができるよう、
また、捕獲した有害鳥獣の命に感謝し、ＳＤＧｓの精神に則

のっと

り、観光資源としての活
用を進めて、市内経済の活性化につながる事業となるよう、以下の２点を提言！

（１）安曇野市猟友会・安曇野市有害鳥獣対策協議会への支援拡充
（２）安曇野ジビエの振興および観光資源としての活用

　議会では、３つの常任委員会がそれぞれ市の課題についてテーマを選定し、約１年間をかけて調査・研究を重ね、2 つの委員
会が政策提言案をまとめました。
　それらをさらに全議員による政策討論会に諮

はか

り、２項目の「政策提言」にまとめ、
令和５年 10 月 18 日に、市長に提出しました。 提言書はこちら→

令和５年 10 月 18 日、市役所にて、市長に対し政策提言書の「手交式」が執り行われました。

　なお、総務環境委員会については、テーマに「住民自治を基本とした区・自治会への行政の関わりについて」を設定し、調査
研究を重ねましたが、今回は政策提言に至りませんでした。

特集２

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

26号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（道路事故に関すること）

受理
27号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に

ついて（公用車事故に関すること）

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

106号
安曇野市行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決

110号 令和５年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

111号 令和５年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

115号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科ささえあいセンター）

116号
公の施設の指定管理者の指定について

（安曇野市三郷福祉センター及び安曇野市三郷屋内
ゲートボール場）

117号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷デイサービスセンター）

118号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市堀金デイサービスセンター）

119号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市明科デイサービスセンター）

120号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市障害者活動支援センター）

121号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市障害者就労支援センター　豊科たんぽぽ）

122号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障
害者就労支援センター　穂高わたぼうし）

123号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障
害者就労支援センター　三郷すみれの郷）

124号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障
害者就労支援センター　堀金かえでの家）

125号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市障
害者就労支援センター　明科ふきぼこの家）

126号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市ひめこぶしの家）

127号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科身体障害者会館）

137号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科近代美術館）

138号 公の施設の指定管理者の指定について
（田淵行男記念館）

139号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野髙橋節郎記念美術館）

140号 公の施設の指定管理者の指定について
（飯沼飛行士記念館）

141号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高陶芸会館）

142号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市豊科交流学習センター）

146号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

148号 損害賠償の額を定めることについて（公用車事故に
関すること）

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

107号 安曇野市北の沢山林財産区管理会条例等の一部を改
正する条例

原案
可決

108号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例

112号 令和５年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第１号）

113号 市道の認定について

128号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高農業活性化施設）

129号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市三郷産地形成促進施設）

130号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀
金物産センター・安曇野市堀金地域食材供給施設）

131号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三
郷農村環境改善センター）

132号 公の施設の指定管理者の指定について
（湯多里山の神）

133号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市自然体験交流センター）

134号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市天蚕センター）

135号 公の施設の指定管理者の指定期間の変更について
（安曇野市長峰山森林体験交流センター）

136号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市道
の駅アルプス安曇野ほりがねの里）

ページへ7.14
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令和５年 12月定例会

　第２回臨時会が令和５年 10 月 23 日に、また 12 月定例
会が令和５年 12 月４日から 25 日まで開催され、報告２件、
議案 46 件、陳情 3 件、議員提出議案 2 件を審議しました。
議案名はわかりやすいものにしています。

可　決可　決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

議
案
第
１
０
３
号

議
案
第
１
０
９
号

原
油
価
格
や
物
価
高こ

う
と
う騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
低
所
得
世
帯
に
対
し
暖
房
の
た
め
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
助
成

補
正
予
算
額　
１
億
７
４
４
９
万
円

（
第
７
号
）
補
正
予
算
額　
　

 

１
４
０
０
万
円

　
＊
そ
の
他
の
事
業
に
事
業
確
定
に
よ
る
減
額
が
あ
る
た
め
補
正

　
　
予
算
総
額
は
少
額
に
な
っ
て
い
る
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
お
よ
び
障
害
児
通
所

支
援
費
の
増
額

補
正
予
算
額　
１
億
３
０
１
８
万
円

食
材
費
高
騰
に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
給
食
運

営
費
の
増
額補

正
予
算
額　
　
　
２
１
７
７
万
円

食
材
費
高
騰
に
よ
る
小
・
中
学
校
給
食
費
の

増
額

補
正
予
算
額　
　
　
１
１
４
４
万
円

肥
料
価
格
高
騰
対
策
、
き
の
こ
培
地
資
材
価

格
高
騰
対
策
、
４
月
の
凍と

う
そ
う霜
害
果
実
の
販
売

促
進
対
策
、
養
魚
用
配
合
飼
料
価
格
高
騰
対

策
等
の
補
助
金

補
正
予
算
額　
　
　
２
１
９
９
万
円

（
第
８
号
）
補
正
予
算
額 
７
億
７
６
０
０
万
円

可　決可　決

議
案
第
１
４
７
号

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
障
害
福
祉

施
設
、
介
護
保
険
事
業
所
等
へ
の
支
援

補
正
予
算
額　
４
８
６
１
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民
税
均

等
割
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
７
万
円
を
支
給

補
正
予
算
額　
６
億　
３
９
３
万
円

給
食
食
材
費
高
騰
に
よ
る
私
立
認
定
こ
ど
も

園
と
認
可
外
保
育
施
設
へ
の
補
助
の
増
額

補
正
予
算
額　
　
　
　
２
６
６
万
円

30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
５
万
セ
ッ
ト

の
発
行
事
業補

正
予
算
額　
６
億
８
５
７
９
万
円

（
第
９
号
）
補
正
予
算
額 

13
億
４
１
０
０
万
円

議
員
提
出
第
11
号

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
戦
闘
停
止
及
び
人
質
の

即
時
解
放
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意

見
書

（
第
２
回
臨
時
会
10
月
）

議
案
第
１
０
４
号　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
、
大
竹
啓
正
さ
ん
（
議
会
）

に
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
つ
い
て

猪
狩 

久
美
子

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
紐
づ
け
る
個

人
情
報
を
総
点
検
し
た
訳
で
は
な

い
。
不
信
感
強
く
利
用
は
低
迷
し
て

い
る
。
現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止

は
市
民
の
命
と
健
康
に
か
か
わ
る
。

反
対
の
意
見

増
井 

裕
壽

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
発
行
は

７
２
０
０
万
枚
に
、
紐
付
け
ミ
ス
は

０
・
０
０
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に

少
な
い
。
個
人
医
療
情
報
の
適
正
管

理
で
適
正
医
療
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩

恵
を
享き

ょ
う
じ
ゅ受
で
き
る
。

賛
成
の
意
見

大
竹 

啓
正

内
川 

集
雄

林 

　
孝
彦

岡
村 

典
明

　

冤え
ん
ざ
い罪
被
害
者
の
迅
速
な
救
済
を
可

能
と
す
る
た
め
に
、
証
拠
開
示
の
制

度
化
、
検
察
官
に
よ
る
不
服
申
し
立

て
の
禁
止
、
手
続
き
規
定
の
整
備
を

求
め
る
陳
情
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

政
府
に
お
い
て
刑
事
訴
訟
法
に
関

す
る
刑
事
手
続
き
の
在
り
方
協
議
会

等
を
設
け
、
専
門
家
に
よ
る
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。
専
門
的
知
見
の
な

い
当
議
会
に
お
い
て
無
責
任
な
賛
成

は
で
き
な
い
。

反
対
の
意
見

賛
成
の
意
見

　

袴
田
事
件
で
は
、
再
審
決
定
後
に

地
裁
の
指
揮
に
よ
り
６
０
０
点
以

上
の
証
拠
が
新
た
に
開
示
さ
れ
た

一
方
、
検
察
官
の
不
服
申
し
立
て
に

よ
り
再
審
開
始
決
定
に
さ
ら
に
９

年
を
要
し
た
。

臼
井 

泰
彦

井
出 

勝
正

賛
成
の
意
見

大
竹 

啓
正

　

平
成
29
年
か
ら
再
審
の
た
め
の
手

続
き
に
関
す
る
協
議
等
が
行
わ
れ
て

い
る
。
今
は
専
門
家
に
委
ね
る
段
階

で
あ
り
、
感
情
と
俄

に
わ
か

知
識
の
み
で
判

断
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

反
対
の
意
見

小
林 

純
子

　

今
、
関
係
機
関
が
協
議
し
て
い
る

最
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
法
に

よ
っ
て
裁
か
れ
る
当
事
者
で
あ
る

国
民
・
市
民
の
立
場
か
ら
当
然
声
を

上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
の
意
見

増
田 

望
三
郎

　

議
員
業
務
量
が
最
大
5.8
倍
の
差

が
あ
り
、
委
員
会
人
事
決
定
の
不
平

等
さ
が
起
因
し
て
お
り
、
本
陳
情
が

求
め
て
い
る
先
例
の
見
直
し
必
要
。

宮
下 

明
博

　

議
員
の
役
割
は
市
民
の
福
祉
向

上
に
資
す
る
こ
と
。
平
等
の
基
本

を
確
実
に
議
論
し
、
市
民
福
祉
の

た
め
の
会
派
の
合
理
性
を
尊
重
。

林 

　
孝
彦

　

市
議
会
の
運
営
と
多
様
な
市
民

の
負
託
を
受
け
た
議
員
の
議
会
内

賛
成
の
意
見

人
事
の
平
等
は
当
然
の
こ
と
。

内
川 

集
雄

　

委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
だ
け
が

議
員
の
仕
事
で
は
な
い
。
無
所
属
議

員
で
も
や
る
こ
と
は
可
能
。
議
論
に

つ
い
て
は
大
い
に
賛
成
。

小
林 

純
子

　

会
派
制
の
不
平
等
性
ま
で
含
め
た

陳
情
の
主
張
で
あ
り
、
議
員
平
等
の

原
則
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
。

コロナ後の生活安定へ 補正予算成立

議
案
第
１
０
６
号

保
険
証
の
廃
止
に
よ
り
福
祉
医
療
費
の
支
給
に

あ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
個

人
番
号
な
ど
の
受
給
資
格
の
確
認
を
す
る
た
め

の
条
例
改
正

陳
情
第
７
号

議
員
平
等
の
原
則
に
基
づ
く
安
曇
野
市
議
会
の

運
営
と
議
会
内
人
事
の
平
等
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
第
11
号

「『
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）』
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

採択

採択採択

議
案
第
１
０
５
号

安
曇
野
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

可決

議
員
提
出
第
12
号

「
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）」
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書

採択

　

特
に
反
対
討
論
は
な
く
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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トピック

答 問

ペ
ー
ジ
へ

議案第109号

陳情第11号反
対
の
意
見

常任委員会報告

ゴミ減量の
取り組みを

総
務
環
境

ふ
る
さ
と
寄
附
の
積
立
金
は
累
計
で
ど
れ
ぐ
ら

い
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
返
礼
品
の
内
訳
に

つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
関
係
、
農
産
品
、
そ
の
他

で
は
、
ど
ん
な
割
合
に
な
っ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
約
25
億
円
。
返
礼
品
の
割
合
は
、
パ

ソ
コ
ン
関
係
が
76
％
、
農
産
品
が
７
％
、
そ
の

他
が
17
％
と
な
っ
て
い
る
。

松
枝 

　
功
　
辻
谷 

洋
一

大
竹 

啓
正

　
証
拠
の
全
面
開
示
の
制
度
化
と
公
正
な
再
審
手
続
き

の
ル
ー
ル
化
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
が
、
再
審
開
始

決
定
に
対
す
る
検
察
の
不
服
申
し
立
て
の
禁
止
に
つ
い

て
は
、
国
の
機
関
等
で
専
門
家
や
有
識
者
が
参
加
し
議

論
さ
れ
て
お
り
、
事
態
は
進
展
し
て
い
る
と
受
け
取
れ

る
の
で
、
感
情
論
に
押
し
流
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
意
見

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
を
含
む
議
案
２
件
を
12
月
15
日
に
、

令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
を
含
む
議
案
４
件
を
12
月
25
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

結婚新生活を支援する補助金
所得制限が緩和！申請のチャンス

　安曇野市では新たな生活を始める世
帯の経済的不安を軽減するため、一定
の要件を満たす新婚世帯に対し補助金
を交付します。詳しくは移住定住推進
課に問い合わせて下さい。

移住定住推進課：本庁舎 2 階 6 番窓口
　　　　　　　  TEL 0263-71-2081

「『
再
審
法
（
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
）』
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

小
林 

純
子
　
井
出 

勝
正

竹
内 

秀
太
郎

賛
成
の
意
見

　
年
間
２
３
０
件
を
超
え
る
再
審
請
求
が
あ
っ
て
も
再

審
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
、
検
察
の
不
服

申
し
立
て
が
再
審
法
の
目
的
を
無
に
し
て
い
る
状
況
が

わ
か
る
。
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
重
く
受
け
止

め
、
再
審
法
の
改
正
に
向
け
て
意
見
書
を
提
出
す
べ
き

で
あ
る
。

※
陳
情
第
11
号
は
、継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、

賛
否
同
数
の
た
め
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、
否
決
と
し

た
。
採
決
に
あ
た
っ
て
は
、
賛
否
同
数
の
た
め
委
員

長
裁
決
に
よ
り
、
採
択
と
し
た
。

ペ
ー
ジ
へ

５
・
６
・
７
・
14

福
祉
教
育

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第109号

保
険
証
の
廃
止
に
よ
り
福
祉
医

療
費
の
支
給
に
あ
た
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
個

人
番
号
な
ど
の
受
給
資
格
の
確

認
を
す
る
た
め
の
条
例
改
正

議案第106号

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
を
含
む
議
案
23
件
を
12
月
18
日
に
、

令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
予
算
（
第
９
号
）
を
含
む
議
案
３
件
を
12
月
25
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

臼
井 

泰
彦

反
対
の
意
見

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
す
る
中
で
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
を
使
用
さ
せ
、
ま
た
保
険
証
を
残
せ
ば
カ
ー
ド

が
多
種
類
に
な
っ
て
混
乱
を
招
く
愚ぐ

さ
く策
で
あ
る
。

　
保
険
証
廃
止
に
伴
う
行
政
の
必
要
な
手
続
き
の
た
め

の
条
例
改
正
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
対
す
る
不
安

が
払ふ

っ
し
ょ
く拭さ
れ
、
様
々
な
受
給
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
上
で
必
要
で
あ
る
。

中
村 

今
朝
子
　
岡
村 

典
明

賛
成
の
意
見

　
福
祉
部
関
係
の
質
問
・
答
弁

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑
か
ら　

答 問
防
災
用
品
の
購
入
補
助
金
は
６
月
補
正
に
次
い

で
再
度
の
補
正
に
な
る
が
、
そ
の
利
用
実
績
・

実
数
等
は
。

10
月
末
現
在
で
２
９
５
件
の
申
請
に
対
し
て
約

４
３
５
万
円
を
支
出
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
災

害
の
備
え
と
な
る
よ
う
、
２
０
０
万
円
を
増
額

す
る
。

答 問
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置
補
助
金
、
生

ご
み
処
理
機
等
の
購
入
補
助
金
の
増
額
補
正
の

背
景
に
あ
る
実
績
、
件
数
は
。

こ
れ
ら
は
市
の
環
境
基
本
計
画
推
進
の
た
め
の

補
助
事
業
で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
１
５
５
件
、
蓄

電
池
90
件
、
自
動
車
用
給
電
設
備
９
件
、
太
陽

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
１
件
の
計
２
５
５
件
。
生
ご

み
処
理
機
71
件
、
生
ご
み
処
理
容
器
61
件
、
草

木
等
の
破
砕
機
13
件
の
計
１
４
５
件
。
当
初
の

予
算
額
に
達
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
引
き
続
き
補
助
す

る
た
め
、
合
わ
せ
て
２
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正
。

　
国
に
対
し
て
、
市
議
会
か
ら
「
再
審
法
（
刑
事
訴

訟
法
の
再
審
規
定
）」
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を

提
出
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
書
が
、
令
和
４
年
度
に

引
き
続
き
再
び
提
出
さ
れ
た
。（
令
和
４
年
度
に
提

出
さ
れ
た
陳
情
書
は
審
査
未
了
と
な
っ
た
。）

書
を
提
出
す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

トピック

令和5年１０月1日現在
待機児童　０（ゼロ）

●潜在的待機児童 27 名
　その内＊特定待機児童は 22 名
　（＊特定の保育園等を希望）

子ども園の園庭芝生化進む
●三郷北部、南部、西部認定こども園
　は令和 6 年度中、三郷東部認定こど
　も園は令和 7 年度に芝生化となる。

答 問
障
が
い
者
支
援
事
業
は
補
正
額
を
合
わ
せ
て
令

和
４
年
度
の
決
算
額
よ
り
10
％
ほ
ど
増
額
と
な

り
、
福
祉
医
療
給
付
事
業
も
同
じ
く
20
％
増
額

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

事
業
者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
と
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
が
収
ま
っ
て
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
利
用
者
が
戻
っ
て
き
た

影
響
も
あ
る
。
福
祉
医
療
給
付
事
業
は
、
令
和

４
年
度
上
半
期
と
比
較
し

て
12
％
増
加
し
、
子
ど
も
の

部
分
が
増
え
て
い
る
。

答 問
老
人
福
祉
施
設
の
電
気
料
の
補
正
額
増
加
分
が

11
％
と
14
％
の
施
設
が
あ
る
理
由
は
。

電
気
を
使
う
設
備
の
違
い
が
あ
る
。
施
設
ご
と

に
有
利
な
契
約
に
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

答 問
介
護
施
設
の
開
設
補
助
金
の
返
納
に
つ
い
て
、

閉
鎖
に
至
っ
た
理
由
は
。

泊
ま
り
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
事
実
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と

考
え
る
。

　
保
健
医
療
部
関
係
の
質
問
・
答
弁

答 問
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

外
部
委
託
の
状
況
は
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
１
月

以
降
、
市
の
自
前
で
庁
舎
内
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
た
め
、
電
話
の
移
設

等
の
費
用
を
計
上
し
た
。

　
教
育
部
関
係
の
質
問
・
答
弁

答 問
今
回
の
補
正
で
給
食
費
の
う
ち
市
が
負
担
す
る

の
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。
令
和
６
年
度

も
継
続
し
て
い
く
の
か
。

令
和
５
年
度
当
初
、
小
・
中
学
校
と
も
値
上
げ

し
た
20
円
と
、
今
回
値
上
げ
す
る
小
・
中
そ
れ

ぞ
れ
１
食
30
円
と
32
円
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
50
円
と
52
円
を
市
が
負
担
し
、
給
食
費
は
そ

れ
ぞ
れ
１
食
３
３
０
円
と
３
８
２
円
に
な
る
。

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。
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※現段階のイメージ図
今後の検討状況により変更の可能性あり

経
済
建
設

５
・
６
・
７

常任委員会報告

議案第109号

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
） 経

済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
を
含
む
議
案
14
件
、
陳
情
１
件
を

12
月
19
日
に
、
令
和
５
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
議
案
１
件
を
12
月
25
日
に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

ペ
ー
ジ
へ

トピック

凍と
う
そ
う霜
害
対
策
緊
急
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細

は
。

答 問
輸
送
等
に
使
用
す
る
段
ボ
ー
ル
の
購
入
に
か
か
る

経
費
の
４
分
の
１
を
補
助
す
る
。
ま
た
、貯
蔵
費
、

輸
送
費
な
ど
の
販
売
促
進
に
つ
い
て
か
か
る
経
費

の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
。

オンラインによる常任委員会の録画配信が始まりました。
各委員会ページの二次元コードからご覧いただけます。

　
東
山
地
域
一
帯
に
は
多
く
の
立
ち
枯
れ
し
た
松
及
び

伐
採
し
た
乾
燥
松
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
最
近

で
は
７
月
８
日
に
光
城
山
～
長
峰
山
に
繋
が
る
登
山
道

と
道
路
を
挟
み
、
立
ち
枯
れ
松
の
倒
木
が
あ
り
、
中
部

電
力
が
電
線
復
旧
工
事
を
し
て
い
た
。
登
山
者
が
い
な

く
て
人
的
災
害
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
万
が
一
と
思

う
と
何
ト
ン
も
の
倒
木
の
下
敷
き
に
あ
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
登
山
者
の
倒
木
に
よ
る
被
害
及
び
山
火
事

災
害
防
止
の
た
め
、
立
ち
枯
れ
し
た
松
及
び
伐
採
放
置

し
た
乾
燥
松
の
処
分
を
陳
情
す
る
。

　
陳
情
趣
旨　

陳情第９号

東
山
地
区
松
枯
れ
及
び
伐

採
し
た
松
の
撤
去
に
つ
い

て
の
お
願
い

松本糸魚川連絡道路の
事業説明会を開催

　県と市は、地域高規格道路「松本糸魚
川連絡道路」についての説明会を、令和
５年 11 月 12 日から 17 日にかけて、沿
線５地区及び関係地権者を対象として、
計６回実施。安曇野北 IC（仮称）のイメー
ジ図等も示された。
　今後は、引き続き設計を進め路線測量
等を行い、次回の説明会では事業範囲の
目安を示す予定とのこと。

議会運営委員会報告

陳情第７号

議
員
平
等
の
原
則
に
基

づ
く
安
曇
野
市
議
会
の

運
営
と
議
会
内
人
事
の

平
等
を
求
め
る
陳
情

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
継
続
審
査
の
陳
情
１
件
を
令
和
５
年
12
月
20
日

に
審
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

議
会
運
営

・
前
回
の
審
査
の
経
過
で
は
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
方
向
が
、明
確
に
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

今
回
は
あ
る
程
度
方
向
が
見
え
て
き
た
。

・
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
具
体
的
な
改
正
の
内

容
に
つ
い
て
は
議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
検
討
し
て

も
ら
う
こ
と
を
了
承
し
た
。議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

こ
の
陳
情
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
を
確
認
す
れ
ば
よ

い
と
思
う
。

・
議
員
平
等
の
原
則
は
基
本
的
な
こ
と
。
こ
れ
に
基も

と

づ

き
議
会
人
事
は
、
不
平
等
な
扱
い
が
さ
れ
な
い
よ
う

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
大
半
の
議
員
が
見
直
す
時
期
だ
と
感
じ
て
い
る
と
思

う
。
先
例
の
見
直
し
に
向
け
て
、
今
が
具
体
的
に
動

き
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
う
。
議
会
改
革
推
進
委

員
会
で
具
体
的
な
検
討
を
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
流
れ
を
止
め
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き

　
委
員
間
の
意
見
交
換　

５
・
７ペ

ー
ジ
へ

魚
の
相
場
が
段
々
下
落
し
、
餌
代
が
高
い
ま
ま

だ
と
市
内
に
あ
る
水
産
事
業
者
が
廃
業
す
る
可

能
性
が
あ
る
が
現
状
は
。

答 問
魚
の
相
場
は
大
体
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
、

１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
あ
た
り
の
値
上
り
傾
向

と
な
っ
て
い
る
が
、

養
魚
用
の
配
合
飼
料

も
昨
今
の
社
会
情
勢

の
影
響
に
よ
り
、
依

然
と
し
て
価
格
が
高

止
ま
り
と
い
う
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

カ
ワ
ウ
（
川
鵜
）
の
捕
獲
助
成
の
補
助
金
と
し

て
６
０
０
０
円
を
上
乗
せ
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
支
援
策
と
な
る
が
、
今
後
の
捕
獲
計
画
の

問

答
計
画
の
中
で
は
30
羽
と

し
て
い
る
が
状
況
を
見

な
が
ら
、
変
更
を
検
討
す
る
。

　

東
山
に
つ
い
て

は
被
害
が
拡
大
し

て
お
り
、
全
て
処

理
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
費
用
的
に
も
難
し
い
。
特

に
守
る
べ
き
松
林
に
つ
い
て
は
、
空
中
散
布
や
伐ば

っ
と
う倒

薫く
ん
じ
ょ
う蒸
処
理
を
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
優

　
執
行
部
よ
り　

た
い
と
思
う
。

・
議
会
人
事
の
平
等
は
当
然
の
こ
と
。
会
派
所
属
の
有

無
に
関
係
な
く
、
差
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
真
の
平

等
を
進
め
て
欲
し
い
。

・そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
活
動
の
中
で
何
が
平
等
な
の
か
は
、

議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
え
ば
よ

い
。
議
会
改
革
推
進
委
員
会
と
は
切
り
分
け
て
、
議

会
運
営
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
陳
情
の
是
非
を
決

め
る
こ
と
だ
と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
確
か
に
平
等
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
も
ら
え

る
も
の
に
な
る
よ
う
期
待
を
し
た
い
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
陳
情
趣
旨　

　
市
議
会
議
員
が
、会
派
に
属
す
か
無
所
属
か
に
よ
り
、

特
別
委
員
会
や
一
般
事
務
組
合
議
会
な
ど
へ
の
所
属
が

制
限
さ
れ
、
業
務
量
の
格
差
や
本
来
の
議
員
職
務
が
果

た
せ
な
い
現
状
が
あ
る
。「
議
員
平
等
の
原
則
」
に
基

づ
く
議
会
内
人
事
を
行
う
た
め
に
、
先
例
の
改
正
を
求

め
る
も
の
。

先
度
等
を
勘か

ん
あ
ん案
し
な
が
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
危
険
等
生
じ
る
部
分
に
つ
い
て
伐
採
を
し
て

い
く
。

常任委員会ではないため
録画配信はありません。

議
会
I
C
T
研
究
会

　
安
曇
野
市
議
会
は
市
議
会
へ
の
I
C
T
導
入
を
目

標
に
令
和
２
年
に
「
議
会
I
C
T
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
、
市
議
会
第
５
期
と
な
り
メ
ン
バ
ー
も
入
れ
替

わ
り
ま
し
た
。(

3
ペ
ー
ジ
参
照)

　
当
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
扱
う
者
が
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守す
る
項
目
な
ど
を
定
め
た
「
安
曇

野
市
議
会
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
（
基
本
方

針
・
対
策
基
準
）」「
安
曇
野
市
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
運
用
規
程
」「
安
曇
野
市
議
会
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

運
用
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
安
曇
野
市
議
会
で
も
理
事
者
側(

市
の

部
長
以
上)

へ
の
導
入
と
併
せ
て
、
令
和
５
年
12
月

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、
本
会
議
や
委
員

会
な
ど
に
お
い
て
、
試
行
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
令
和
５
年
12
月
、
令
和
６
年
３
月
の
両

定
例
会
の
期
間
を
紙
資
料
と
の
併
用
期
間
と
定
め
、

会
議
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

操
作
方
法
な
ど
を
全
議
員
が
学
ん
で
い
る
段
階
で

す
。

　
令
和
６
年
４
月
以
降
は
、
そ
の
併
用
期
間
も
終
了

し
、
一
部
の
資
料
を
除
き
、
基
本
的
に
は
紙
資
料
は

議
員
へ
は
印
刷
配
布
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
側
か
ら
の
連
絡
通
知
や
お
知
ら
せ
な
ど
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
扱
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ま

ず
は
大
量
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
紙
資
料
の
節
約
化

(

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化)

を
進
め
ま
す
。今
後
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
有
効
活
用
手
段
を
模
索
し
て
い
く
と
と
も

に
よ
り
一
層
の
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
部
関
係
の
質
問
・
答
弁

見
直
し
は
。
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交
通
弱
者
救
済
の
た
め
の

公
共
交
通
利
便
性
向
上
を

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
!!
○
会
派
代
表
質
問
（
12
～
15
ペ
ー
ジ
）

○
一
般
質
問
（
16
～
21
ペ
ー
ジ
）

12 月
定例会

　
問	

向
上
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。

　
問	

あ
づ
み
ん
の
土
曜
、
日
曜
、
祝

日
の
実
証
運
行
結
果
と
今
後
は
。

政
策	

最
も
利
用
の
多
か
っ
た
日
で
平

日
の
約
４
割
。
実
施
は
未
定
。

　
問	

あ
づ
み
ん
の
時
間
延
長
の
実
証

運
行
を
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
。

政
策	

今
年
度
内
に
実
施
す
る
予
定
。

　
問	「
あ
づ
み
ん
・
の
る
ー
と
」
の
予

約
や
運
行
の
改
善
を
要
望
す
る

が
。

	

農
業
振
興
の
促
進
を

　
問	

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

農
業
農
村
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

農
業
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
問	

農
業
に
お
け
る
人
手
不
足
の
解

決
策
が
必
要
だ
が
。

農
林	
新
規
就
農
者
を
確
保
育
成
す
る
。

　
問	
果
樹
や
施
設
園
芸
の
新
規
就
農

支
援
の
向
上
を
要
望
す
る
が
。

農
林	

里
親
農
業
者
の
確
保
な
ど
間
接

的
な
就
農
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

り
ん
ご
、
セ
ル
リ
ー
、
夏か

し
ゅ
う秋
い

政
策	
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
効

率
的
な
運
行
の
検
討
を
進
め
る
。

　
問	

運
転
手
を
市
職
員
と
し
て
雇
用

し
、
あ
づ
み
ん
の
車
両
数
を
増

や
す
こ
と
を
要
望
す
る
が
。

総
務	

制
度
的
に
は
可
能
で
あ
る
。

政
策	

関
係
事
業
者
と
意
見
交
換
す
る
。

　
問	

定
時
定
路
線
バ
ス
拡
充
と
巡
回

バ
ス
を
要
望
す
る
が
。

政
策	

定
時
定
路
線
バ
ス
を
日
中
に
運

行
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
巡
回
バ
ス
は
運
行
し
な
い
。

ち
ご
、
花か

き卉
、
ワ
サ
ビ
な
ど
の

生
産
支
援
を
要
望
す
る
が
。

農
林	

生
産
者
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
問	「
安
曇
野
わ
さ
び
」
の
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
保
護
す
る
地
理
的
表
示

（G ジ
ー
ア
イ

I

）
取
得
を
要
望
す
る
が
。

農
林	

申
請
書
の
縦

じ
ゅ
う
ら
ん覧
公
示
期
間
中
。

登
録
を
契
機
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
進
め
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
問	

食
育
の
一
環
で
も
学
校
給
食
に

安
曇
野
産
食
材
を
よ
り
多
く
使

用
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
が
。

教
長	

優
先
的
に
使
用
す
る
。
有
機
栽

培
米
を
年
３
回
維
持
し
て
い
く
。

	

障
が
い
者
支
援
の
向
上
を

　
問	

向
上
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　
問	

市
は
、
各
区
よ
り
年
度
初
め

に
道
路
の
修
繕
・
危
険
箇
所

な
ど
地
区
要
望
を
取
り
ま
と

め
て
い
る
。
そ
の
状
況
に
つ

い
て
箇
所
数
と
実
施
率
に
つ

い
て
伺
う
。

建
設	

令
和
３
年
度
は
、
要
望
件
数

５
０
２
件
に
対
し
１
２
７
件

	

実
施
し
実
施
率
25
％
。
令
和

４
年
度
は
、
要
望
件
数
５

	

３
２
件
に
対
し
１
８
４
件
実

施
し
実
施
率
は
35
％
で
あ
っ

た
。

　
問	

区
は
、
現
地
調
査
し
必
要
な

箇
所
を
申
請
し
て
い
る
が
な

か
な
か
実
施
し
て
い
た
だ
け

な
い
と
の
声
を
聴
く
。
要
望

箇
所
数
に
対
し
て
２
年
間
の

平
均
で
30
％
と
低
い
実
施
率
。

低
い
理
由
を
伺
う
。

建
設	

緊
急
性
、
必
要
性
、
投
資
効

果
な
ど
総
合
的
判
断
で
実
施

し
て
い
る
が
要
望
が
多
く
緊

急
性
の
あ
る
危
険
箇
所
か
ら

優
先
的
に
対
応
し
て
い
る
。

　
問	

市
長
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
住

み
た
い
安
曇
野	

住
ん
で
よ
か

	

っ
た
安
曇
野
」
を
掲
げ
て
い

る
。
各
区
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
箇
所
は
、
区
と
し
て
安
全
・

安
心
で
住
み
よ
い
地
域
に
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
で
あ
る
。

要
望
箇
所
の
実
施
率
が
低
い

の
は
、
予
算
が
不
足
し
て
い

る
と
思
う
。
令
和
６
年
度
予

算
で
の
増
額
、
ま
た
、
補
修

等
行
う
に
は
職
員
の
力
が
必

要
。
併
せ
て
人
員
増
は
で
き

な
い
か
。

市
長	

市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

す
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け

て
、
生
活
道
路
の
安
全
性
・

利
便
性
・
快
適
性
の
向
上
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
多
様

化
す
る
行
政
需
要
に
対
し
、

限
ら
れ
た
財
源
・
人
材
を
必

要
と
さ
れ
る
事
業
に
優
先
的

に
配
分
す
る
。
令
和
６
年
度

予
算
方
針
は
、
国
や
県
の
補

助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

必
要
に
応
じ
て
有
利
な
起
債

も
使
い
な
が
ら
事
業
を
予
算

化
す
る
。
土
木
や
建
築
な
ど

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
担
う
専
門

分
野
の
人
材
の
確
保
・
育
成

に
も
努
め
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
区
等
自
治
会
の
地
域
活
動
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て

〇
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て

　
問	

日
本
経
済
の
回か

い
せ
い生
を
期
す
政

府
の
総
合
経
済
対
策
が
発
せ

ら
れ
た
。
嘗か

つ

て
日
本
の
得
意

分
野
と
さ
れ
た
半
導
体
製
造
、

太
陽
光
発
電
、
液
晶
パ
ネ
ル
、

政府経済対策に対する
市の企業誘致の方針

会派　あづみ野  　大　竹　啓　正

造
船
等
の
生
産
を
海
外
移
転

さ
せ
た
結
果
、
技
術
流
出
を

招
き
日
本
経
済
を
危
う
く
さ

せ
、
重
要
物
資
流
通
網
が
滞

と
ど
こ
お

り
、
経
済
安
全
保
障
上
に
重

大
な
危
機
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
反
省
の
上
に
民
間
企
業

も
重
要
物
資
生
産
拠
点
の
国

内
回か

い
き帰

を
模
索
。
極
め
て
異

例
な
国
の
三

さ
ん
し
ょ
う省

連
携
に
よ
り

大
幅
な
土
地
利
用
規
制
緩
和

で
生
産
拠
点
建
設
の
円
滑
化
、

様
々
な
新
た
な
補
助
金
制
度

お
よ
び
優
遇
税
制
と
相
ま
っ

て
生
産
拠
点
の
国
内
回
帰
を

促
す
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
の

自
治
体
に
よ
る
優
良
企
業
の

誘
致
競
争
が
加
速
さ
れ
る
こ

と
は
自
明
。
市
の
将
来
を
託

す
と
も
い
え
る
企
業
誘
致
の

方
針
お
よ
び
政
府
指
定
11
品

目
の
重
要
物
資
生
産
拠
点
構

築
に
環
境
負
荷
等
勘か

ん
あ
ん案
の
上
、

理
想
と
す
る
業
種
は
。

市
長	

安
曇
野
で
働
き
暮
ら
す
人
を

増
や
す
う
え
で
、
企
業
誘
致

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
特
定

重
要
物
資
生
産
拠
点
に
つ
い

て
は
、
物
資
ご
と
に
支
援
措

置
の
取
組
方
針
が
作
成
さ
れ

て
お
り
、
設
備
投
資
支
援
に

限
ら
ず
、
技
術
開
発
支
援
等

幅
広
い
措
置
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制

度
設
計
等
も
含
め
、
国
の
支

援
内
容
を
し
っ
か
り
見
定
め

て
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
問	

大
型
誘
致
に
は
大
規
模
な
用

地
確
保
が
必
要
、
土
地
利
用

の
条
例
改
正
等
は
。

市
長	

市
の
土
地
利
用
制
度
は
、
厳

し
い
制
限
が
あ
る
と
認
識
。

企
業
誘
致
は
整
合
す
る
場
所

へ
の
誘
導
が
基
本
。
見
直
し

は
、
官
民
一
体
で
の
造
成
も

視
野
に
適
切
な
企
業
誘
致
を

図
る
検
討
を
進
め
る
。

　
問	

当
市
の
土
地
利
用
が
不
自
由

と
の
声
が
あ
る
、
経
済
対
策

を
考
慮
し
た
今
後
の
土
地
利

用
計
画
の
対
応
は
。

建
設	

大
切
な
企
業
誘
致
の
機
会
を

逸
し
な
い
対
応
が
必
要
。
令

和
７
年
度
の
制
度
見
直
し
に

向
け
適
切
な
誘
致
が
図
れ
る

よ
う
検
討
す
る
。

信号機設置に伴う
三郷小南交差点改良工事

半導体は大きな産業

会派　さきがけ  　中　村　芳　朗

安全安心なまちづくり
（地域要望）について

無
所
属
の
会		　
林　
　
　
孝　
彦

会派代表質問

　
問	

身
体
障
が
い
の
等
級
で
の
医
療

費
支
援
の
向
上
を
。

福
祉	

市
単
独
事
業
と
し
て
、
適
用
の

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

知
的
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
向

上
を
要
望
す
る
が
。

福
祉	

手
帳
の
等
級
に
応
じ
た
福
祉
医

療
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
問	

発
達
障
が
い
を
含
む
精
神
障
が

い
者
の
入
院
時
の
医
療
費
支
援

の
向
上
を
。

福
祉	

市
単
独
事
業
と
し
て
、
適
用
の

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

改善が望まれている
「あづみん・のるーと」

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
代
表
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

GI
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○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 10 11 12 13 14 15 16 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤　
　
毅 　　
彦

中
村
　　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

橋
本
　
裕
二

臼
井
　
泰
彦

竹
内 　
秀
太
郎

中
村 　
今
朝
子

林

　　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田 　
望
三
郎

猪
狩 　
久
美
子

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

一
志 　
信
一
郎

平
林 

　　
明

小
林
　
純
子

松
枝　
　
　
功

議　案
第106号

安曇野市行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例

12/25 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ ○ 欠 ○ × 議

陳　情
第 11 号

「『再審法（刑事訴訟法の再審規定）』の改正を
求める意見書」の採択を求める陳情書 12/25 採択 ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 欠 × ○ 議

議員提出
第 12 号

「再審法 ( 刑事訴訟法の再審規定 )」の改正を
求める意見書 12/25 原案

可決 ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × 欠 × ○ 議

議員名

議案名

全議案のうち賛否が分かれた議案等

会派代表質問

　
問	

安
曇
野
の
魅
力
で
あ
る
田
園
風

景
を
今
ま
で
守
っ
て
き
た
水
田

農
家
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
今
後

の
課
題
と
し
て
後
継
者
が
い
な

い
、
ま
た
は
未
定
の
高
齢
者
に

対
す
る
対
応
策
お
よ
び
支
援
策

に
つ
い
て
市
の
施
策
を
伺
う
。

市
長	

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
農
地
の
荒
廃
等
が
心
配

さ
れ
る
。
熟
年
層
の
農
家
が
地

域
の
農
業
を
支
え
て
い
る
う
ち

に
、
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の

集
積
・
集
約
を
進
め
て
い
る
。

　
問	

農
業
者
の
激
減
に
備
え
る
た
め

に
、
国
の
施
策
と
し
て
地
域
計

画
を
策
定
し
、
目
標
地
図
を
令

和
７
年
度
ま
で
に
作
成
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
新
た
な
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林	

10
年
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方

と
、
農
地
１
筆
ご
と
に
耕
作
者

を
定
め
た
目
標
地
図
を
盛
り
込

　
問	

子
育
て
政
策
は
ど
こ
の
自
治
体

で
も
競
っ
て
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
若
者
に
焦
点
を

当
て
た
政
策
が
少
な
い
と
感
じ

る
。
豊
科
中
央
児
童
館
の
建

替
工
事
が
行
わ
れ
る
と
い
う
説

明
を
受
け
た
。
年
少
向
け
の
設

計
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
高
生

向
け
施
設
を
加
え
て
は
い
か
が

か
。
茅
野
市
で
は
、
中
高
生
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る

施
設
「
C
H
U
K
O
ら
ん
ど
チ

	

ノ
チ
ノ
」が
あ
る
。多
目
的
ホ
ー

ル
、
学
習
室
、
ス
タ
ジ
オ
、
ダ

ン
ス
ル
ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト
ル
ー

ム
、
食
堂
、
キ
ッ
チ
ン
な
ど
が

あ
り
、
利
用
料
は
無
料
だ
。
安

曇
野
市
で
も
中
高
生
の
居
場
所

が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

市
長	

安
曇
野
市
の
場
合
、
一
カ
所
で

す
べ
て
を
ま
か
な
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
研
究
す
る
。

教
部	

豊
科
中
央
児
童
館
の
建
替
工
事

そ
の
ま
ま
市
外
・
県
外
で
就
職

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
材

を
市
内
に
呼
び
込
む
施
策
と
し

て
、
奨
学
金
返
還
を
支
援
す
る

補
助
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工	

長
野
県
や
他
市
の
実
施
状
況
や

成
果
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
を

精
査
し
、
引
き
続
き
調
査
研
究

し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
本
市
の
財
政
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

教
部	

安
曇
養
護
学
校
の
学
び
の
状
況

と
課
題
に
つ
い
て
は
承
知
し
て

い
る
。県
立
特
別
支
援
学
校
は
、

設
置
者
で
あ
る
長
野
県
が
環
境

の
整
備
等
を
県
の
責
任
で
行
う

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

	

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
問	

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
介
護

保
険
支
払
準
備
基
金
の
充
当

で
、
値
上
げ
が
抑
え
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
が
、
保
険
料

は
決
ま
っ
た
の
か
、
値
上
げ
と

な
る
の
か
。

福
祉	
国
の
介
護
報
酬
改
定
の
答
申
が

令
和
６
年
１
月
の
予
定
。
介
護

保
険
料
は
決
定
し
て
い
な
い
。

み
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に

農
地
を
守
る
仕
組
み
を
つ
く

る
。
地
域
の
担
い
手
な
ど
へ
の

農
地
を
集
積
す
る
こ
と
で
、
優

良
な
農
地
が
守
ら
れ
る
。

　
問	

農
地
の
賃
借
ル
ー
ル
が
、
利
用

権
設
定
の
仕
組
み
か
ら
、
農
地

中
間
管
理
機
構
を
介
し
た
賃
借

に
な
る
と
聞
い
た
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

農
林	

農
地
の
所
有
者
か
ら
管
理
機
構

が
借
り
受
け
、
そ
の
農
地
を
機

構
が
別
の
農
業
者
に
貸
し
付
け

る
。
そ
し
て
貸
手
と
機
構
、
機

構
と
借
手
が
そ
れ
ぞ
れ
契
約

を
行
う
。
契
約
期
間
は
５
年
ま

た
は
10
年
で
、
貸
主
と
借
主
の

合
意
が
あ
る
も
の
の
み
取
り
扱

う
。

	

奨
学
金
返
還
を
支
援
す

る
補
助
金

　
問	

本
市
の
高
校
生
の
多
く
は
、
市

外
・
県
外
の
大
学
へ
進
学
し
、

に
つ
い
て
は
、
利
用
す
る
中
高

生
の
居
場
所
と
し
て
の
機
能
も

備
え
た
施
設
に
す
る
。
完
成
後

も
利
用
す
る
中
高
生
、
若
者
の

声
を
聞
き
、
運
営
し
て
い
く
。

	
市
内
に
安
曇
養
護
学
校

	
の
分
校
を

　
問	

安
曇
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
令
和
５
年
度
２
２
１
人
で
、

そ
の
う
ち
の
約
59
％
の
１
３
０

人
が
安
曇
野
市
の
児
童
生
徒

だ
。
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒

が
約
１
時
間
も
バ
ス
に
揺
ら
れ

て
通
学
す
る
と
い
う
こ
と
は
異

常
な
こ
と
だ
。
養
護
学
校
を
卒

業
す
れ
ば
地
域
に
戻
っ
て
く

る
。「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
」こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

障
が
い
や
特
性
の
あ
る
児
童
生

徒
も
地
域
の
子
ど
も
だ
。
市
内

に
安
曇
養
護
学
校
の
分
校
設
置

を
県
と
協
議
す
る
考
え
は
な
い

か
。会

派　
き
ぼ
う		　
竹　
内　
秀
太
郎

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団		　
猪　
狩　
久
美
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

水
田
農
家
の
支
援
策

若
者
に
焦
点
を
当
て
た
政
策
を

＜目標地図の記載イメージ（10 年後）＞
（市農政課資料）

会
派
構
成

（
令
和
５
年
11
月
15
日
現
在
）
※
届
出
順

（
◎
：
会
派
長
）

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団

◎
猪
狩 

久
美
子 \ 

井
出　
勝
正

　
臼
井　
泰
彦

会
派　
あ
づ
み
野

◎
宮
下　
明
博 \ 

平
林　
明 

　
中
村 

今
朝
子 \ 

大
竹　
啓
正

会
派　
さ
き
が
け

◎
中
村　
芳
朗 \ 

松
枝　
功

　
辻
谷　
洋
一 \ 

矢
澤　
毅
彦

無
所
属
の
会

◎
林　
孝
彦 \ 

増
田 

望
三
郎

　
橋
本　
裕
二 \ 

増
井　
裕
壽

会
派　
き
ぼ
う

◎
竹
内 

秀
太
郎 \ 

一
志 

信
一
郎

　
岡
村　
典
明

無
所
属　
内
川　
集
雄 \ 

小
林　
純
子

建て替えを待つ豊科中央児童館

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
代
表
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部
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12 月
定例会 市政のここが聴きたい!!

建
設	

舗
装
が
望
ま
し
い
箇
所
は
舗
装
し
て
い

る
が
沿
線
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
路
線
も
多
い
。
排
水
問
題
も
あ
る
。

　
問	

老
朽
管
の
更
新
は
直
近
11
年
間
で
年
平

均
８・
９
㎞
。
総
延
長
１
２
４
０
㎞
の

更
新
に
１
３
９
年
か
か
る
。
管
の
平
均

耐
用
年
数
は
68
年
。
遅
れ
は
な
い
か
。

水
道	

管
路
の
耐
震
化
事
業
が
一
段
落
し
た
ら

更
新
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
い
く
。

　
問	

孫
の
代
ま
で
、
水
は
確
実
に
届
く
か
。

市
長	

や
る
し
か
な
い
。
安
心
し
て
ほ
し
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◯
本
庁
舎
駐
車
場
に
横
断
歩
道
を

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

と
し
て
「
安
曇
野
の
時
間
」
を
模
索
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
、
地
域
と
の
協
働
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
考
え
判
断
し
行

動
す
る
児
童
・
生
徒
を
育
む
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
コ
ロ
ナ
後
の
友
好
都
市
東
金
市
と
の
交
流
の

輪
の
対
策
に
つ
い
て

〇
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
地
域
の
児
童

館
に
つ
い
て

地域の方々との共同作業・工作教室の様子

　
問	

地
域
の
人
た
ち
と
音
楽
会
・
工
作
教
室

等
、
日
頃
の
学
校
と
地
域
と
の
か
か
わ

り
、
学
校
目
標
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
長	

安
曇
野
市
で
は
、
学
校
と
地
域
と
の
一

層
の
連
携
を
強
め
、
特
色
あ
る
豊
か
な

学
び
を
目
指
し
て
い
る
。
堀
金
小
学
校

に
お
い
て
も
、
地
域
と
共
に
歩
む
学
校

を
目
標
と
し
て
、
教
育
活
動
の
様
々
な

場
面
で
、
地
域
の
人
や
も
の
に
か
か
わ

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。
地
域
の
方
々

が
日
常
的
に
学
校
に
出
か
け
、
子
供
た

ち
と
、
楽
し
さ
や
喜
び
、
感
動
を
共
有

し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
う
れ

し
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

よ
さ
に
気
づ
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地

域
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
郷
土

愛
を
育
ん
で
ほ
し
い
。

　
問	
市
内
全
体
の
地
域
連
携
の
教
育
（
学
校
）

に
対
す
る
将
来
の
市
の
目
標
を
伺
う
。

教
長	
安
曇
野
市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学

校
運
営
協
議
会
の
設
置
は
そ
の
一
つ
。

ま
た
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
べ
る
時
間

小
中
学
校
と
地
域
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て

会派	きぼう
一志	信一郎

生
活	

宮
城
浄
化
槽
は
民
間
施
設
な
の
で
、
管

理
者
の
意
向
が
第
一
。
市
と
し
て
は
、

管
理
者
の
親
族
の
方
に
、
使
用
者
や
地

域
住
民
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
住
民
説

明
会
な
ど
の
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
よ

う
に
お
願
い
を
続
け
て
い
る
。

　
問	
観
光
に
特
化
し
た
目
的
税
と
し
て
宿
泊

税
導
入
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

商
工	

市
独
自
で
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
県
で

検
討
中
の
観
光
財
源
の
使
途
、
二
重
徴

収
な
ど
の
課
題
が
あ
る
の
で
、
県
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

浄化槽（清掃）のイメージ

　
問	

宮
城
浄
化
槽
に
つ
い
て
地
域
住
民
説
明

会
が
必
要
と
考
え
る
が
開
催
は
。

生
活	

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
か
、
あ
る
い

は
文
書
で
意
向
確
認
を
す
る
か
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
管
理
者
が
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
管
理
者
の
親

族
の
方
に
、
早
め
の
実
施
を
再
三
伝
え

て
い
る
。
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
市

も
手
伝
い
を
す
る
。

　
問	

悪
臭
を
放
つ
元
と
考
え
ら
れ
る
錆さ

び
た

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋ふ

た

と
浄
化
槽
の
蓋
が
あ

る
が
、
い
つ
改
善
さ
れ
る
の
か
。

生
活	

市
と
し
て
も
、
浄
化
槽
の
蓋
の
状
況
は

把
握
し
て
い
る
。
管
理
者
の
親
族
の
方

に
対
し
て
も
、
改
善
案
を
示
し
て
、
早

期
の
対
応
を
お
願
い
を
し
て
い
る
。

　
問	

宮
城
地
区
山
麓
西
部
へ
の
公
共
下
水
道

の
延
伸
に
つ
い
て
。

水
道	

公
共
下
水
道
を
延
伸
す
る
計
画
は
な
い
。

　
問	

浄
化
槽
で
処
理
し
た
後
に
隣
接
す
る
中

房
川
へ
の
河
川
放
流
が
可
能
か
。

生
活	

合
併
処
理
浄
化
槽
で
処
理
さ
れ
た
後
で

あ
れ
ば
、
そ
の
処
理
水
を
公
共
用
水
域

に
放
流
で
き
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
問	

宮
城
浄
化
槽
の
改
善
策
は
。

宮み
や
し
ろ城
浄
化
槽

会派	さきがけ
辻谷	洋一

宿
泊
税
導
入
に
つ
い
て

無所属の会
橋本	裕二

よ
り
一
層
安
全
で
安
心
な

安
曇
野
市
を
目
指
し
て

　
問	

消
防
局
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
使
用

法
の
訓
練
を
受
け
た
市
民
は
年
何
人
か
。

危
機	

令
和
4
年
度
は
延
べ
6
1
2
人
。

　
問	

10
万
人
弱
の
人
口
に
対
し
安
心
で
き
る

数
で
は
な
い
。
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
法
の
出
前
講
座
を
用
意
で
き
る
か
。

危
機	

市
の
出
前
講
座
へ
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　
問	

サ
ル
や
ク
マ
の
個
体
数
と
環
境
収
容
力

の
把
握
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林	

行
動
範
囲
が
広
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
個

体
数
は
県
策
定
の
生
息
分
布
と
目
撃
情

報
を
参
照
し
て
い
る
。
環
境
収
容
力
の

把
握
は
難
し
い
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
正
確

な
個
体
数
は
対
策
に
必
要
。
県
・
猟
友

会
・
専
門
家
の
意
見
及
び
Ｇジ

ー
ピ
ー
エ
ス

Ｐ
Ｓ
調
査

で
把
握
し
、
調
整
数
を
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

大
雨
増
加
の
影
響
や
修
繕
の
経
済
性

等
を
考
慮
し
、
周
辺
住
民
が
希
望
す

る
場
合
は
順
次
舗
装
化
す
べ
き
で
は
。

判断に迷う場合も、胸骨圧迫を開始！

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
労
使
双
方
に
と
っ

て
利
点
が
あ
る
。
商
工
会
、
観
光
協
会
、

安
曇
野
工
業
会
と
い
っ
た
団
体
を
通
じ

て
広
く
周
知
を
し
て
い
く
。

　
問	

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
様
々

な
食
品
を
販
売
す
る
店
舗
で
、売
れ
残
っ

た
食
品
の
情
報
を
消
費
者
に
届
け
、
販

売
価
格
の
半
分
以
下
や
、
無
料
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
、
食
品
の
廃
棄
を
削
減

す
る
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
地
域
へ

の
普
及
の
取
り
組
み
の
提
案
は
ど
う
か
。

生
活	

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
に
位
置
付
け

て
い
る
。
他
市
の
事
例
を
参
考
に
検
討
。

会派	あづみ野
中村	今朝子

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の

導
入
を

　
問	

奨
学
金
返
還
支
援
は
、
自
治
体
や
企
業

が
、
奨
学
金
の
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
。
基
金
の
設
置
が
不
要
と
な
り
、

国
の
支
援
範
囲
も
拡
大
さ
れ
た
。
奨
学

金
返
還
に
苦
し
ん
で
い
る
若
者
の
負
担

軽
減
と
、
地
方
定
着
の
観
点
か
ら
も
、

本
制
度
の
実
施
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

商
工	

他
市
の
状
況
と
し
て
様
々
な
要
件
や
、

制
度
設
計
が
あ
る
。
他
市
の
成
果
を
見

極
め
な
が
ら
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

移
住
支
援
補
助
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ

と
し
て
、
関
係
部
局
と
連
携
し
て
研
究

し
て
い
く
。

　
問	

企
業
等
が
、
社
員
の
奨
学
金
を
肩
代
わ

り
す
る
返
還
支
援
制
度
が
各
地
で
広

が
っ
て
い
る
。
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、

企
業
が
直
接
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に

社
員
の
奨
学
金
を
返
せ
る
仕
組
み
。
返

還
支
援
制
度
を
使
え
ば
、
社
員
の
課
税

額
が
減
り
、
企
業
も
損
金
算
入
で
き
る

た
め
、
法
人
税
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
本
市
の
企
業
に
も
周
知
を
し
て
ほ

し
い
が
ど
う
か
。

商
工	

企
業
側
に
と
っ
て
は
優
秀
な
人
材
が
確

保
で
き
、
社
員
側
に
と
っ
て
は
経
済
的

　　

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に
つ
い
て

救
急
救
命
に
つ
い
て

サ
ル
と
ク
マ
の
獣
害
対
策
に
つ
い
て

宅
地
に
接
す
る
未
舗
装
道
に
つ
い
て

上
水
道
の
老
朽
管
に
つ
い
て

17 16
安曇野市議会だより    第 73 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2024.2.21安曇野市議会だより    第 73 号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2024.2.21



12 月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

　
問	

自
衛
隊
へ
の
紙
で
の
適
格
者
名
簿(

18

歳
と
22
歳)

提
供
は
止
め
閲
覧
に
。

市
長	

自
衛
隊
は
公
共
性
が
高
く
法
定
受
託
事

務
と
し
て
対
象
者
の
情
報
は
紙
で
提
供

す
る
。
本
人
や
保
護
者
か
ら
除
外
申
請

が
あ
れ
ば
、
対
象
者
情
報
か
ら
外
す
制

度
を
令
和
６
年
か
ら
創
設
す
る
。

　
問	

緊
急
事
態
食
料
安
全
保
障
指
針
に
は
、

国
民
に
は
イ
モ
を
食
べ
さ
せ
軍
隊
に
は

「
米
」
を
連
想
さ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
示

	

さ
れ
て
い
る
。
国
の
進
め
る
農
政
、
食

料
行
政
を
ど
う
考
え
る
か
。

農
林	

新
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
は

令
和
７
年
３
月
頃
策
定
見
通
し
。
指
針

は
自
然
災
害
や
異
常
気
象
等
を
想
定
し
、

戦
争
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
問	

市
の
農
業
政
策
に
は
、
地
産
地
消
・
有

機
的
栽
培
・
環
境
保
全
型
農
業
、
水
源

涵か
ん
よ
う養
と
景
観
を
守
る
政
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。
国
に
対
し
新
基
本
法
に
は
、

農
家
の
所
得
保
障
や
農
産
物
の
価
格
保

障
、
新
規
就
農
者
へ
の
手
厚
い
支
援
、

食
料
自
給
率
向
上
の
数
値
目
標
を
掲
げ

さ
せ
、
国
会
に
も
報
告
さ
せ
る
等
、
国

の
基
で
あ
る
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る

も
の
に
な
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で
は
。

市
長	

有
機
農
業
、
環
境
に
優
し
い
農
業
や
地

産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
農
業

基
本
法
の
動
向
に
注
視
し
、
J
A
や
県
、

他
自
治
体
と
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

連
携
し
て
い
く
。

　
問	

槍
ヶ
岳
開
山
記
念
に
小
倉
地
区
に
、

播ば
ん
り
ゅ
う
じ
ょ
う
に
ん

隆
上
人
と
案
内
人
中な

か
た
ま
た
じ
ゅ
う

田
又
重
の
二
像

を
建こ

ん
り
ゅ
う立す

る
等
の
行
事
は
ど
う
か
。

市
長	

記
念
行
事
に
基
本
的
に
は
賛
成
だ
。
関

係
市
町
村
と
民
間
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
二
像
を
並
べ
る
の
は
興
味
深
い
。

地
元
の
気
運
の
醸じ

ょ
う
せ
い成が

重
要
だ
。

農
は
国
の
基
。

新
農
業
基
本
法
に
農
民
の
声
を
！

日本共産党
安曇野市議団

井出	勝正

食料安全指針のイモ中心のメニュー

槍
ヶ
岳
開
山
２
０
０
年
記
念
行
事
を

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
問	

ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
の
経
営
状
況
と
今
後

は
。

商
工	

令
和
５
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
状

	

況
に
つ
い
て
利
用
者
数
は
、
宿
泊
４
６

	

７
６
人
、
前
年
比
１
２
６
％
、
日
帰
り

宴
会
３
９
１
２
人
、
前
年
比
２
３
２
％
、

日
帰
り
入
浴
２
万
９
５
４
７
人
、
前
年

比
97
％
で
、
利
用
者
数
は
コ
ロ
ナ
前
と

比
較
し
て
７
割
程
度
ま
で
回
復
を
し
て

き
た
。
合
宿
な
ど
の
団
体
利
用
の
営
業

強
化
、
ま
た
経
費
削
減
等
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

安
曇
野
ベ
ー
ス
の
経
営
状
況
と
今
後
は
。

商
工	

令
和
５
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
状

況
に
つ
い
て
利
用
者
数
は
、
物
品
販
売

７
７
５
１
人
、
前
年
比
１
０
７
％
、
レ

ス
ト
ラ
ン
２
７
６
２
人
、
前
年
比
36
％

で
、
物
品
販
売
の
客
単
価
の
減
少
、
ま

た
レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
者
の
大
幅
な
減
少

が
影
響
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
安

曇
野
の
里
に
あ
る
ほ
か
の
施
設
と
連
携
、

協
力
し
な
が
ら
、
利
用
者
増
加
を
図
っ

て
い
く
。

　
問	

安
曇
野
ガ
ラ
ス
工
房
の
現
況
は
。

商
工	

令
和
５
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
状

	

況
に
つ
い
て
利
用
者
数
は
、
１
万
６
１

	

７
９
人
、
前
年
比
１
０
９
％
。

　
問	

田
淵
行
男
記
念
館
の
現
況
は
。

教
部	

令
和
５
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
状

	

況
に
つ
い
て
来
館
者
数
は
、
３
０
３
６

人
、
昨
年
度
15
％
の
減
。

　
問	

今
後
の
展
開
と
し
て
、
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇

野
周
辺
（
安
曇
野
の
里
）
の
活
性
化
は
。

商
工	
安
曇
野
の
里
全
体
の
管
理
運
営
や
各
施

設
相
互
の
連
絡
調
整
、
活
性
化
を
目
的

に
安
曇
野
の
里
協
議
会
が
あ
る
。
市
と

し
て
は
指
定
管
理
者
と
連
携
を
密
に
し
、

協
議
会
が
地
元
地
域
と
連
携
し
な
が
ら

活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
周
辺

（
安
曇
野
の
里
）活
性
化

会派	きぼう
岡村	典明

ビレッジ安曇野周辺（安曇野の里）

安
曇
野
の
豊
か
な
水
資
源

守
り
育
て
次
世
代
へ

無所属
内川	集雄

　
問	

安
曇
野
の
地
下
水
を
利
用
す
る
企
業
の

地
下
水
の
保
全
・
涵か

ん
よ
う養

の
た
め
に
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
。

生
活	

事
業
者
は
、
地
下
水
採
取
後
報
告
書
を

提
出
し
、
節
水
・
涵
養
に
取
り
組
み
、

具
体
的
に
は
節
水
で
は
蛇じ

ゃ
ぐ
ち口
に
節
水
コ

マ
、
節
水
バ
ル
ブ
、
エ
コ
タ
ッ
チ
の
設

置
な
ど
の
取
り
組
み
、
涵
養
で
は
、
浸

透
ま
す
や
芝
、
緑
地
に
よ
る
雨
水
の
涵

養
、
涵
養
池
へ
の
余
剰
水
の
浸
透
な
ど
。

　
問	

企
業
等
は
、
地
下
水
（
公
水
）
を
無
料

で
汲く

み
上
げ
、
一
般
市
民
は
、
基
本
料

金
2
8
7
2
円
に
使
用
に
応
じ
た
従
量

料
金
（
単
価
）
の
積
で
支
払
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
地
下
水
を
享き

ょ
う
じ
ゅ受す
る
安
曇
野
市

民
、
み
な
公
平
な
の
か
。
水
環
境
保
全

に
関
わ
る
財
源
確
保
の
意
味
か
ら
協
力

金
（
課
金
的
）
を
提
案
す
る
。

生
活	

過
去
に
も
議
論
を
し
た
。
効
果
的
な
涵

養
施
策
が
見
つ
か
る
ま
で
は
資
金
調
達

を
見
合
わ
せ
る
方
向
性
を
出
し
た
。
新

た
な
涵
養
施
策
が
確
立
し
た
段
階
で
検

討
を
始
め
る
。

　
問	

市
内
零
細
企
業
の
声
、
製
造
現
場
の
人

員
不
足
と
技
術
の
伝
承
の
求
め
に
応
え

ら
れ
る
か
。

商
工	

企
業
の
人
材
確
保
に
か
か
わ
る
一
つ
の

支
援
と
し
て
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
移
住
支
援
補
助

金
等
を
実
施
し
、
令
和
８
年
度
末
に
高

校
を
卒
業
後
、
市
内
製
造
業
へ
就
職
す

る
人
数
40
人
を
目
指
し
、
人
口
減
少
の

中
で
も
市
内
製
造
業
へ
の
一
定
数
の
就

職
を
期
待
す
る
。

　
問	

市
商
工
業
振
興
審
査
会
委
員
に
労
働
金

庫
の
関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

商
工	

労
働
金
庫
と
審
議
会
の
目
的
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
検
討

さ
せ
て
も
ら
う
。

無所属の会
増田	望三郎

　
問	

今
後
社
会
は
有
機
農
業
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
考
え
る
か
。

市
長	

国
内
で
の
自
然
由
来
の
肥
料
の
使
用
拡

大
が
進
む
の
で
は
。
だ
が
変
え
て
い
く

に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

現
在
の
農
業
者
が
シ
フ
ト
で
き
る
か
が

大
き
な
問
題
。
生
産
方
法
の
選
択
は
生

産
者
。
労
力
に
見
合
っ
た
流
通
価
格
が

維
持
で
き
る
か
。
国
の
動
き
を
見
つ
つ
、

市
は
積
極
的
な
対
応
を
し
た
い
。

　
問	

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
持
続
可
能
な
農
業
と

	

は
、
本
市
の
場
合
、
先
人
か
ら
受
け
継

	

が
れ
て
き
た
豊
か
で
き
れ
い
な
水
を
次

	

の
時
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
、
水
を
守

	

る
農
業
だ
と
考
え
る
。
化
学
肥
料
だ
け

	

で
な
く
、
十
分
な
時
間
を
か
け
ず
に
作

	

っ
た
粗
悪
な
畜
産
堆た

い
ひ肥

も
ま
た
硝

し
ょ
う
さ
ん
た
い

酸
態

	

窒ち
っ
そ素
を
含
み
、水
質
汚
染
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長	

有
機
肥
料
を
含
む
畜
産
堆
肥
や
化
学
肥

料
の
使
用
は
、
施せ

ひ肥
基
準
に
基
づ
く
適

正
な
堆
肥
を
使
う
よ
う
農
業
者
、
Ｊ
Ａ

と
共
に
考
え
て
い
く
。
畜
産
農
家
に
対

し
て
も
、
熟
成
し
た
堆
肥
の
散
布
を
心

が
け
る
よ
う
指
導
を
継
続
し
て
い
く
。

　
問	

有
機
農
業
を
進
め
る
端た

ん
し
ょ緒

と
し
て
学
校

給
食
に
有
機
米
を
取
り
入
れ
る
提
案
を

し
た
。
令
和
５
年
度
は
年
３
回
の
有
機

米
を
予
算
化
し
て
い
る
。
更
に
増
や
す

た
め
に
、
費
用
増
加
分
の
財
源
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
使
え
な
い
か
。

総
務	

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
活
用
は
可
能
。

　
問	

既
存
の
慣か

ん
こ
う行

農
法
の
農
家
の
方
を
否
定

せ
ず
に
、
持
続
可
能
な
安
曇
野
の
水
を

守
る
農
業
へ
と
政
策
誘
導
す
る
に
は
。

市
長	

有
機
農
法
と
慣
行
農
法
と
の
間
で
溝
が

で
き
て
は
い
け
な
い
。
性
急
な
方
法
で

な
く
、
新
た
に
就
農
さ
れ
る
方
に
対
し

て
、
考
え
方
の
伝
授
な
ど
か
ら
ま
ず
始

め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

海外ではスーパーに
普通に有機農産物が並ぶ

安
曇
野
の
水
を
守
る
農
業
を

有
機
農
業
の
取
り
組
み

技
術
は
芸
術
勤
労
長
寿
の
安
曇
野
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12 月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

　
問	

１
９
３
７
年
の
日
中
戦
争
以
降
だ
け
で

も
犠
牲
者
が
日
本
人
３
１
０
万
人
、
ア

ジ
ア
の
人
々
２
千
万
人
以
上
の
侵
略
戦

争
だ
っ
た
。
安
曇
野
市
域
か
ら
の
兵
士

や
軍
命
で
動
員
さ
れ
た
戦
病
死
者
だ
け

で
も
１
６
８
１
人
と
い
う
。
３
１
０
万

人
は
１
９
４
０
年
の
人
口
の
約
4.2
％
。

本
市
の
令
和
５
年
12
月
の
人
口
の
4.2
％

は
４
千
人
を
超
え
る
。
戦
後
も
原
爆
被

爆
者
や
遺
族
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
戦

争
に
よ
る
被
害
を
受
け
続
け
て
き
た
。

こ
の
戦
争
は
、
本
市
文
書
館
主
催
の
講

演
会
講
師
の
都
倉
武
之
氏
が
述
べ
た
よ

う
に
「
日
本
の
史
上
最
大
の
事
件
」
で

あ
り
、
本
市
史
上
最
大
の
事
件
で
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
深
く
心
に
刻
み
、
戦

争
を
絶
対
に
起
こ
さ
ず
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く

願
い
、
市
の
平
和
施
策
を
市
民
と
共
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
現

在
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
国
連
憲
章
違
反
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
国
際
人
道
法
違
反
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

は
、
安
曇
野
市
を
含
む
国
際
世
論
で
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
戦
争
は

最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
の
で
、
憲
法

第
３
章
の
基
本
的
人
権
を
「
不
断
の
努

力
に
よ
っ
て
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
憲
法
第
12
条
）。
以
上
、
戦
争
と

核
兵
器
に
対
す
る
認
識
と
、
戦
争
の
反

省
か
ら
生
ま
れ
た
平
和
憲
法
を
活
か
し
、

世
界
平
和
に
貢
献
す
る
立
場
か
ら
、
市

の
平
和
施
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
決
意
を
伺
う
。

市
長	
議
員
の
考
え
方
に
、
細
部
は
別
に
し
て
、

基
本
的
に
は
全
く
同
じ
考
え
で
あ
る
。

戦
争
と
核
兵
器
に
よ
る
惨さ

ん
か禍

を
決
し
て

繰
り
返
さ
ず
、
憲
法
９
条
を
守
り
、
市

の
平
和
都
市
宣
言
の
思
い
を
生
か
し
て

い
き
た
い
。

あ
の
戦
争
は
市
史
上
最
大
の
事
件

を
心
に
刻
ん
で

戦病死者の名簿
（2022 年豊科郷土博物館の展示より）

日本共産党
安曇野市議団

臼井	泰彦

な
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な
い
。

　
問	

正
規
・
非
正
規
の
職
員
の
置
き
換
え
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
、
具
体
的
に

例
示
で
き
る
状
況
だ
。
市
政
の
支
え
手

で
あ
る
非
正
規
職
員
が
不
安
定
雇
用
で

い
い
わ
け
が
な
い
。
民
間
で
は
労
基
法

の
改
正
に
よ
り
雇
用
の
改
善
が
進
む
中

で
、
公
務
員
に
も
更
な
る
処
遇
改
善
が

必
要
で
は
な
い
か
。

総
務	

こ
れ
ま
で
休
暇
や
検
診
等
の
福
利
厚
生

や
収
入
面
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
処

遇
改
善
に
努
め
て
き
た
。
令
和
６
年
度

か
ら
の
勤
勉
手
当
の
支
給
に
向
け
て
条

例
改
正
等
の
準
備
を
進
め
る
。

　
問	

平
成
17
年
合
併
当
時
、
本
市
の
正
規
職

	

員
８
６
０
人
に
対
し
非
正
規
職
員
は
５

	

４
５
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
正
規
職

	

員
７
３
５
人
に
減
り
、
非
正
規
職
員
７

	

０
３
人
に
増
加
。
そ
の
９
割
近
く
６
２

	

３
人
が
女
性
。
本
市
職
員
の
男
女
の
給

与
差
は
、
非
正
規
職
員
も
含
む
全
職
員

で
は
女
性
60
・
６
％
と
低
い
が
、
女
性

に
給
与
の
低
い
非
正
規
職
員
が
多
い
た

め
で
あ
る
。
非
正
規
職
員
の
「
真
っ
当

な
雇
用
」
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

市
長	

雇
用
に
際
し
職
種
や
必
要
な
資
格
、
報

酬
予
定
額
を
明
示
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
要
件
を
承
知
で
応
募
し
、
非
正
規

採
用
と
理
解
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
処

遇
改
善
と
し
て
は
、
令
和
６
年
度
よ
り

非
正
規
職
員
に
勤
勉
手
当
の
支
給
を
予

定
。
試
算
で
は
令
和
２
年
度
の
平
均
年

収
額
約
２
２
５
万
円
が
、
約
２
７
３
万

円
と
約
48
万
円
増
額
に
な
る
。

　
問	

正
規
職
員
を
減
ら
し
非
正
規
職
員
に
置

き
換
え
て
き
た
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
い
て
い
る
よ
う
な
状
況

は
な
い
か
。

総
務	

正
規
・
非
正
規
の
職
員
の
置
き
換
え
は

無所属
小林	純子

公
か
ら
真
っ
当
な
雇
用
を

会
計
年
度
任
用
の
問
題
点

広報あづみの 363 号の
非正規職員募集ページ

　
問	

不
登
校
問
題
、
不
登
校
支
援
に
関
す
る

市
長
の
考
え
は
。

市
長	

安
曇
野
市
内
に
お
い
て
、不
登
校
と
な
っ

て
い
る
児
童
生
徒
の
人
数
は
年
々
増
加

の
傾
向
。
不
登
校
は
様
々
な
環
境
要
因

に
よ
っ
て
、
ど
の
児
童
生
徒
に
も
起
こ

り
得
る
も
の
だ
と
考
え
る
。
学
び
の
多

様
性
を
尊
重
し
、
多
様
な
学
び
の
機
会

の
確
保
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
問	

少
し
で
も
不
登
校
へ
の
支
援
の
幅
を
広

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
的
な
観
点
か

ら
総
合
的
な
支
援
を
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ

	

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
S
S
W
）
の
処

遇
に
つ
い
て
、
業
務
可
能
時
間
の
拡
充
、

ま
た
人
員
の
増
加
は
図
れ
な
い
か
。

教
部	

現
在
も
相
談
の
ニ
ー
ズ
は
あ
り
、
支
援

要
請
は
今
後
も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
時
間
、
人
員
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
の
派
遣
者
分
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
、
県
に
対
し
て
も
、
継
続
し

	

て
増
加
、
増
員
を
要
望
し
て
い
く
。

　
問	

令
和
５
年
度
安
曇
野
市
中
小
企
業
物
価

高
騰
対
策
支
援
事
業
の
結
果
は
ど
う
か
。

商
工	

当
初
見
込
ま
れ
た
予
算
に
対
し
て
２
２

	

４
件
の
申
し
込
み
。
委
託
料
を
含
め
約

４
７
１
６
万
円
、
執
行
率
が
22
・
４
％
。

　
問	

補
助
金
の
設
定
額
が
３
０
０
０
円
か
ら

で
、
申
請
の
手
間
に
対
し
て
少
額
と
い

う
の
も
敬
遠
さ
れ
た
要
因
で
は
な
い
か
。

制
度
設
計
を
見
直
し
て
、
再
度
支
援
事

業
を
や
れ
な
い
か
。

商
工	

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
た
な
支
援
策
は
検

討
し
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇

C ブ
イ
シ
ー

長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
と
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
に
つ
い
て

〇
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

不
登
校
を
考
え
る
。

S
S
W
の
現
状
と
今
後
は

会派	さきがけ
矢澤	毅彦

　　

　
問	

安
曇
野
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
議
会
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど

市
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
機
運
が
高
ま

	

っ
て
お
り
、
時
間
と
距
離
に
左
右
さ
れ

ず
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
デ
ジ

タ
ル
市
役
所
、
ス
マ
ー
ト
安
曇
野
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
は
。

市
長	

普
段
の
生
活
と
は
切
り
離
せ
な
い
ス
マ

	

ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
注
力
し
て
お
り
、
全
市
民
へ
の

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
提
供
は
当
然

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
子
育

て
環
境
へ
は
重
き
を
置
い
て
進
め
て
い

る
。
昨
年
か
ら
提
供
し
て
い
る
電
子
母

子
手
帳
ア
プ
リ
「
あ
づ
み
っ
こ
す
く
す

く
ナ
ビ
」
で
は
、
小
児
予
防
接
種
サ
ー

ビ
ス
が
安
曇
野
市
医
師
会
の
理
解
の
下
、

現
在
４
医
療
機
関
、
令
和
５
年
度
内
に

８
医
療
機
関
で
開
始
さ
れ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、

様
々
な
申
請
手
続
き
が
可
能
と
な
る
よ

う
、さ
ら
な
る
利
用
範
囲
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

　
問	

入
園
届
を
電
子
申
請
化
に
す
れ
ば
、
24

	

時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
提
出
で
き
、

	

保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
と
職
員
の
作

	

業
効
率
、
時
間
外
労
働
の
抑
制
が
期
待

で
き
る
が
実
現
は
。

教
育	

入
園
届
の
電
子
申
請
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
で
利
用
可
能
だ
が
、
国
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
な
か
な
か
利
用
し
づ
ら
い
現

状
が
あ
る
。
近
隣
自
治
体
や
先
進
自
治

体
を
参
考
に
、安
曇
野
市
の
現
状
に
合
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
農
業
の
ロ
ク
ジ
カ
に
つ
い
て

無所属の会
増井	裕壽

入
園
届
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て

どんどんと 進んでいくよ デジタル化

事
業
者
へ
の
物
価
高こ

う
と
う騰
支
援
は

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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議会だよりモニター    　募集 !!

会派 議会事務局 モニター
アンケート

地図・
アクセス議員

 安曇野市議会　議会広報特別委員会
議会だよりモニターアンケート結果（70、71 号）

長野県安曇野市豊科 6000 番地

3.9

4.2

3.9

3.8

4.2

4.3

表紙や見出し 紙面構成と内容 特集のページ 定例会ページ
3.9 4.2 3.9 3.8

常任委員会 一般質問 市民の声 トリセツ
4.3 4.2 4.4 4.2

表紙や見出し

紙面構成や内容

特集

定例会

常任委員会

一般質問

（豊科地域 30 代）

（三郷地域 10 代）

（穂高地域 60 代）

（明科地域 70 代）

（穂高地域 70 代）

構図が古臭く手に取りづらい。（70 号）
祭りと子どもの絵柄が良く赤のパンチが効く。（70 号）

情報量が多く読み切れない（70 号）

レイアウトが良く、出た意見も見やすい（71 号）

賛否の意見は発言順の方が好ましい（70 号）

反対・賛成討論の集約は興味がある（70 号）

それぞれの議員の姿勢がわかり良い（71 号）

本会議や委員会における賛成、反対の討論がわかりやすい、読みやすいという感想を多くいただき、ありがと
うございます。討論は、反対・賛成…の順に行っていますので、議会だよりでも同様に記載すべきという意見
をいただきました。これが原則ですが、討論が多数ある場合など、反対と賛成の意見がかみ合わない時には、
読みやすくするために両方の意見を分けて記載することもあります。
また、議会だよりにすべてのご意見を掲載することは難しいため、あらかじめご理解ください。

アンケートの評価は以下の点数に変換しました。
良い まあよい 普通 あまり良くない 良くない

5 4 3 2 1

議会広報特別委員会からの返信

モニターアンケート総合 ４．１　　　　　　 （モニターアンケート 15 件）

その他　モニターさんの声
・一般市民の質問や提言を取り入れる方法も考えてほしい。（70 号・穂高地域 60 代）
・モニターアンケートの電子化については、じっくり読んでじっくり書きたい内容にはむしろ紙の方が向
　いている。デジタルと紙の長所と短所を理解して使いたい。（70 号・三郷地域 10 代）

4.4市民の声
（明科地域 70 代）豪州の大学で専門専攻している立場で ANC アリーナへの課題指摘は興味深い（71 号）

活動内容    ・議会だよりについての意見
    ・議会だよりに関するアンケート等に回答
    ・モニター座談会への参加

定　　員    20 人以内

対　　象    市内に住所を有する中学生以上（令和６年４月１日時点）の人

任　　期    令和６年４月１日から令和７年３月 31 日まで

申し込み    ３月６日（水）までに申込書を持参、郵送、ファックス、電子メー
ルにより、議会事務局へ提出してください。

     申込書は議会事務局窓口・議会ホームページから入手できます。

申し込み先 安曇野市議会事務局  
   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地　電話：0263-71-2156　
   ファックス：0263-71-2150　E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
   ※議会だよりモニターには報酬等はありません。
   ※ご意見は紙面づくりに使用し、匿名で公表させていただく場合があります。

募集要項
議会だよりの紙面づくりに

あなたの声を !
!

ご応募お待ちしています

大

安曇野市議会に 12.9 インチのタブレットとタッチペンが導入され、全議員に貸与されました。SDGs 推進
と議会の IT 化を目的に、ペーパーレス化を進めます。

節約できる紙の量（年間）： 　　　　約 163,000 枚（※）
　　　　　　　　  ※一部重要書類については紙での運用が続きます。
節約できる職員の労働時間（年間）： 約 78 時間分

タブレット端末にあわせてチャットツール（リアルタイムでメッセージやファイルを送受信し情報交換がで
きるアプリケーション）も導入され、各種通知等の郵送物も削減されます。

情報セキュリティについては、「安曇野市議会情報セキュリティ対策基準」に基づき、細心の注意を払い運
用していきます。

災害や感染症発生時においてもオンラインで会議を開催できるようにすることを検討するなど、議会 ICT 研
究会で各種運用について整備を進めていきます。

現在、試行段階として紙とタブレット（電子データ）を併用していますが、4 月より本格実施となります。
より一層の議員活動に頑張ってまいります。

※会議傍聴者にはこれまで同様、紙資料を配布いたします。

議会のペーパーレス化が始まりました！

（三郷地域 10 代）
（明科地域 70 代）

導入

効果

安全

今後

その他

議会だよりモニター HP

4.2議会のトリセツ
（穂高地域 70 代）議会の一日が紹介されたことで身近に感じた（71 号）
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ずくだせ！議会だより

本会議
（閉会）

常任委員会
（総務環境）

議会運営委員会
・全員協議会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

21

全員協議会

本会議
（開会）

日 月 土火 水 木 金

議会運営
委員会

2217 18 19 20

43 5 6 7 8 9

10 1511 12 13 14 16

23

2418 19 2220 21 23

25 26 27 28 29 23/1

172/11 12 1513 14 16

本会議
常任委員会
・補正採決

全員協議会
（予算説明）

全員協議会
（予算説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
議案質疑
委員会付託

（天皇誕生日）

（春分の日）

（振替休日）建国
記念の日

安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
を
ご
存

じ
で
す
か
？
私
は
中
学
三
年
時
に

安
曇
野
市
主
催
の
広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
や
平

和
記
念
行
事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
宣
言
文
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
宣
言
文
で
す
。

北
ア
ル
プ
ス
の
麓
」
か
ら
始
ま
る
安

曇
野
ら
し
い
冒
頭
。
私
は
毎
朝
眺
め

る
常
念
岳
が
大
好
き
で
山
岳
部
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
後
多
く
の
登
山
者
が
安
曇
野
市
を
経
て

北
ア
ル
プ
ス
へ
向
か
い
ま
し
た
。
た
だ
多
く
の
登
山

者
が
訪
れ
る
と
問
題
も
増
え
、
駐
車
場
や
登
山
道
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
、
環
境
保
全
等
市
議
会
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
是
非
改
善
し
て
い
た
だ
き
安
曇

野
市
全
体
と
し
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
構
想
の
土
台
と
し

て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
に
つ
い
て
、
中
学
生
議
会
に
参
加

校
チ
ー
ム
で
の
提
案
や
、
議
長
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
と
て
も
身
近
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
議
会
会
派
意
見
交
換
会
に
も
参
加
し
市
議

会
と
県
議
会
の
違
い
も
感
じ
ま
し
た
。
市
議
会
は
住

民
と
の
距
離
が
近
く
よ
り
意
見
要
望
が
迅
速
に
反
映

対
応
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
が
市
議
会

や
市
政
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
中
学
生
議

会
を
続
け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

現
在
、
松
本
県
ヶ
丘
高
校
探
究
科
の
個
人

探
究
活
動
と
し
て
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
見
聞
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

安
曇
野
市
文
書
館
で
の
勉
強
会
や
知
覧
特
攻
平
和

会
館
、
徳
山
回
天
記
念
館
、
南
太
平
洋
諸
島
な
ど

戦
争
の
残
し
た
爪
痕
史
実
な
ど
を
実
際
に
訪
れ
て

学
び
感
じ
二
度

と
同
じ
過
ち
を

犯
さ
な
い
よ
う

探
究
を
深
め
よ

う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
平
和

な
社
会
の
実
現

に
む
け
て
学
ん

で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　12 月のある日…。外国人は日本のどんなとこ
ろに魅力を感じるのか？
　台湾や東南アジアの人からは「雪！」という答
えがよく返ってくる。特に台湾の人々にとって雪
は特別な存在であり「賞

しょう
雪
せつ

（シャンシュエ）」とい
う言葉があって、雪景色は憧

どうけい
憬の対象だそうだ。

彼らにとって白銀の世界は、アニメや映画で見る
非現実的な世界のようだ。

委員長　増井 裕壽　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増井裕壽　副委員長　矢澤毅彦
　委 　 員　大竹啓正　岡村典明　橋本裕二　臼井泰彦
　　　　　　中村今朝子　林孝彦　井出勝正　内川集雄

滝沢　葵さん

（豊科）

市議会３月定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの締め切りは、開会日
の原則 10 日前です。開会時間は本会議10：00 ～・常任委員会9：00 ～　
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

知覧特攻平和会館・平和の願い

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附をすることは禁止です。

『寄附　しない、させない、求めない』

印
刷

有
限
会
社

 ア
ル
プ
ス
印

刷
安
曇
野
市
議
会
だ
よ
り
第

7
3
号

　
　
　
　
　
　
令
和
６
年（

2
0
2
4
年
）2

月
2
1
日
発
行

発
行

/
安

曇
野

市
議

会
編

集
/
安

曇
野

市
議

会
広

報
特

別
委

員
会

http://w
w

w
. city. azum

ino. nagano. jp/site/gikai/

〒
  3
9
9
-8
2
8
1
 長

野
県
安
曇
野
市
豊
科

6
0
0
0
番
地

T
E
L
  0

2
6
3
-7

1
-2

1
5
6
（

議
会

事
務

局
）

E
-m

ail : gikai@
city. azum

ino. nagano. jp

平
和
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て

皆
さ
ん
は
、

私
は

「
雄
大
な

私
は

白銀の舞　静寂に満ちて　冬の息

24


